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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　深さにそれぞれ対応したＴＧＣゲイン調整用スイッチを備えた超音波診断装置であって
、
　一つの深さに対応したＴＧＣゲイン調整用スイッチとして、指を左側にひねるようにし
て押すことが出来る左側プッシュスイッチ部と指を右側にひねるようにして押すことが出
来る右側プッシュスイッチ部と指をひねらずに押すことが出来る中央プッシュスイッチ部
とを備えた１個のプッシュスイッチを設けると共に、左右のうちの一方側プッシュスイッ
チ部が１回押されると当該深さのゲインを１ステップ増加させ、他方側プッシュスイッチ
部が１回押されると当該深さのゲインを１ステップ減少させるＴＧＣゲイン調整部を設け
、
　左側及び右側プッシュスイッチ部が一定時間押されず且つ中央プッシュスイッチ部が１
回押されると当該深さのゲインを１段浅い深さのゲインまたは１段深い深さのゲインに合
わせるＴＧＣゲイン調整部を設けたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　深さにそれぞれ対応したＴＧＣゲイン調整用スイッチを備えた超音波診断装置であって
、
　一つの深さに対応したＴＧＣゲイン調整用スイッチとして、指を左側にひねるようにし
て押すことが出来る左側プッシュスイッチ部と指を右側にひねるようにして押すことが出
来る右側プッシュスイッチ部と指をひねらずに押すことが出来る中央プッシュスイッチ部
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とを備えた１個のプッシュスイッチを設けると共に、左右のうちの一方側プッシュスイッ
チ部が１回押されると当該深さのゲインを１ステップ増加させ、他方側プッシュスイッチ
部が１回押されると当該深さのゲインを１ステップ減少させるＴＧＣゲイン調整部を設け
、
　中央プッシュスイッチ部が短時間内に２回押されると当該深さのゲインをゲイン調整可
能範囲の中心のゲインに設定するＴＧＣゲイン調整部を設けたことを特徴とする超音波診
断装置。
【請求項３】
　深さにそれぞれ対応したＴＧＣゲイン調整用スイッチを備えた超音波診断装置であって
、
　一つの深さに対応したＴＧＣゲイン調整用スイッチとして、指を左側にひねるようにし
て押すことが出来る左側プッシュスイッチ部と指を右側にひねるようにして押すことが出
来る右側プッシュスイッチ部と指をひねらずに押すことが出来る中央プッシュスイッチ部
とを備えた１個のプッシュスイッチを設けると共に、左右のうちの一方側プッシュスイッ
チ部が１回押されると当該深さのゲインを１ステップ増加させ、他方側プッシュスイッチ
部が１回押されると当該深さのゲインを１ステップ減少させるＴＧＣゲイン調整部を設け
、
　中央プッシュスイッチ部が短時間内に２回押されると当該深さのゲインを１段浅い深さ
のゲインまたは１段深い深さのゲインに合わせるＴＧＣゲイン調整部を設けたことを特徴
とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の超音波診断装置において、
　前記ＴＧＣゲイン調整部は、左側または右側プッシュスイッチ部が押され続けると、ゲ
インを１ステップ増加または減少させることを自動的にリピートすることを特徴とする超
音波診断装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の超音波診断装置において、
　前記ＴＧＣゲイン調整部は、左側または右側プッシュスイッチ部が押され続ける時間が
長くなると、リピートの時間間隔を短くすることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　請求項４または請求項５に記載の超音波診断装置において、
　前記ＴＧＣゲイン調整部は、左側または右側プッシュスイッチ部が押され続ける時間が
長くなると、１回のリピートでゲインを数ステップ増加または減少させることを特徴とす
る超音波診断装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれかに記載の超音波診断装置において、
　左側及び右側プッシュスイッチ部が一定時間押されず且つ中央プッシュスイッチ部が１
回押されると当該深さのゲインをゲイン調整可能範囲の中心のゲインに設定するＴＧＣゲ
イン調整部を設けたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれかに記載の超音波診断装置において、
　各深さと設定されたゲインの関係を示すＴＧＣカーブを表示するＴＧＣカーブ表示部を
具備することを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関し、さらに詳しくは、ＴＧＣ（Time Gain Control）機
能のためのゲイン調整の操作性を向上できると共に小型化を図ることができる超音波診断
装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来の超音波診断装置は、ＴＧＣ機能のためのゲイン調整用に、異なる深さにそれぞれ
対応した複数のスライドボリュームを備えている（例えば、特許文献１，特許文献２およ
び特許文献３参照。）。
【特許文献１】特開平６－５４８４９号公報（［００２５］，図５）
【特許文献２】特開平７－２３６６３７号公報（［００２３］，図１）
【特許文献３】特開平８－２９４４８６号公報（［００２５］，図３）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　スライドボリュームを操作するには、指でレバーを動かす必要があり、操作性が良いと
は言えず、特に微調整し難い問題点がある。また、スライドボリュームは、レバーを動か
しうる長さより大きな幅を持っており、装置の小型化の障害になる問題点がある。
　そこで、本発明の目的は、ＴＧＣ機能のためのゲイン調整の操作性を向上できると共に
小型化を図ることができる超音波診断装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１の観点では、本発明は、異なる深さにそれぞれ対応したＴＧＣゲイン調整用スイッ
チを備えた超音波診断装置であって、一つの深さに対応したＴＧＣゲイン調整用スイッチ
として、指を左側にひねるようにして押すことが出来る左側プッシュスイッチ部と指を右
側にひねるようにして押すことが出来る右側プッシュスイッチ部とを備えた１個のプッシ
ュスイッチを設けると共に、左右のうちの一方側プッシュスイッチ部が１回押されると当
該深さのゲインを１ステップ増加させ、他方側プッシュスイッチ部が１回押されると当該
深さのゲインを１ステップ減少させるＴＧＣゲイン調整部を設けたことを特徴とする超音
波診断装置を提供する。
　上記第１の観点による超音波診断装置では、指を左側または右側にひねるようにして押
すことで、ゲインを増減することが出来るため、操作性が良くなり、１回に増減させるゲ
インの１ステップを小さくすれば、微調整も容易になる。また、プッシュスイッチは、ス
ライドボリュームの数分の一の幅であり、装置の小型化を図ることが出来る。
【０００５】
　第２の観点では、本発明は、上記構成の超音波診断装置において、前記ＴＧＣゲイン調
整部は、左側または右側プッシュスイッチ部が押され続けると、ゲインを１ステップ増加
または減少させることを自動的にリピートすることを特徴とする超音波診断装置を提供す
る。
　上記第２の観点による超音波診断装置では、左側または右側プッシュスイッチ部を何回
も押さなくても、押し続けるだけで、連続的にゲインを変更できる。
【０００６】
　第３の観点では、本発明は、上記構成の超音波診断装置において、前記ＴＧＣゲイン調
整部は、左側または右側プッシュスイッチ部が押され続ける時間が長くなると、リピート
の時間間隔を短くすることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第３の観点による超音波診断装置では、左側または右側プッシュスイッチ部を長く
押し続けると、ゲインの増減速度を加速することが出来る。
【０００７】
　第４の観点では、本発明は、上記構成の超音波診断装置において、前記ＴＧＣゲイン調
整部は、左側または右側プッシュスイッチ部が押され続ける時間が長くなると、１回のリ
ピートでゲインを数ステップ増加または減少させることを特徴とする超音波診断装置を提
供する。
　上記第４の観点による超音波診断装置では、左側または右側プッシュスイッチ部を長く
押し続けると、ゲインの増減速度を加速することが出来る。
【０００８】
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　第５の観点では、本発明は、異なる深さにそれぞれ対応したＴＧＣゲイン調整用スイッ
チを備えた超音波診断装置であって、一つの深さに対応したＴＧＣゲイン調整用スイッチ
として、指を左側にひねるようにして押すことが出来る左側プッシュスイッチ部と指を右
側にひねるようにして押すことが出来る右側プッシュスイッチ部と指をひねらずに押すこ
とが出来る中央プッシュスイッチ部とを備えた１個のプッシュスイッチを設けると共に、
左右のうちの一方側プッシュスイッチ部が１回押されると当該深さのゲインを１ステップ
増加させ、他方側プッシュスイッチ部が１回押されると当該深さのゲインを１ステップ減
少させるＴＧＣゲイン調整部を設けたことを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第５の観点による超音波診断装置では、指を左側または右側にひねるようにして押
すことで、ゲインを増減することが出来るため、操作性が良くなり、１回に増減させるゲ
インの１ステップを小さくすれば、微調整も容易になる。また、プッシュスイッチは、ス
ライドボリュームの数分の一の幅であり、装置の小型化を図ることが出来る。
【０００９】
　第６の観点では、本発明は、上記構成の超音波診断装置において、前記ＴＧＣゲイン調
整部は、左側または右側プッシュスイッチ部が押され続けると、ゲインを１ステップ増加
または減少させることを自動的にリピートすることを特徴とする超音波診断装置を提供す
る。
　上記第６の観点による超音波診断装置では、左側または右側プッシュスイッチ部を何回
も押さなくても、押し続けるだけで、連続的にゲインを変更できる。
【００１０】
　第７の観点では、本発明は、上記構成の超音波診断装置において、前記ＴＧＣゲイン調
整部は、左側または右側プッシュスイッチ部が押され続ける時間が長くなると、リピート
の時間間隔を短くすることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第７の観点による超音波診断装置では、左側または右側プッシュスイッチ部を長く
押し続けると、ゲインの増減速度を加速することが出来る。
【００１１】
　第８の観点では、本発明は、上記構成の超音波診断装置において、前記ＴＧＣゲイン調
整部は、左側または右側プッシュスイッチ部が押され続ける時間が長くなると、１回のリ
ピートでゲインを数ステップ増加または減少させることを特徴とする超音波診断装置を提
供する。
　上記第８の観点による超音波診断装置では、左側または右側プッシュスイッチ部を長く
押し続けると、ゲインの増減速度を加速することが出来る。
【００１２】
　第９の観点では、本発明は、上記構成の超音波診断装置において、左側及び右側プッシ
ュスイッチ部が一定時間押されず且つ中央プッシュスイッチ部が１回押されると当該深さ
のゲインをゲイン調整可能範囲の中心のゲインに設定するＴＧＣゲイン調整部を設けたこ
とを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第９の観点による超音波診断装置では、中央プッシュスイッチ部が１回押されると
、当該深さのゲインをゲイン調整可能範囲の中心のゲインに設定する。これにより、増減
させる操作性を平均的に少なくすることが出来る。
　なお、「左側及び右側プッシュスイッチ部が一定時間押されないこと」を条件としたの
は、左側または右側プッシュスイッチ部を交互に押して調整しているときに中央プッシュ
スイッチ部が押されてもそれを無効にするためである。
【００１３】
　第１０の観点では、本発明は、上記構成の超音波診断装置において、左側及び右側プッ
シュスイッチ部が一定時間押されず且つ中央プッシュスイッチ部が１回押されると当該深
さのゲインを１段浅い深さのゲインまたは１段深い深さのゲインに合わせるＴＧＣゲイン
調整部を設けたことを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　一般に、浅い所から深い所に向けて順に、あるいは、深い所から浅い所に向けて順に、
各深さのゲイン調整を行うことが多く、また、ある深さのゲインは、１段浅い深さのゲイ
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ンまたは１段深い深さのゲインと同じか少しだけ異なるようにすることが多い。
　そこで、上記第１０の観点による超音波診断装置では、中央プッシュスイッチ部が１回
押されると、当該深さのゲインを１段浅い深さのゲインまたは１段深い深さのゲインに合
わせることとした。これにより、操作性を向上することが出来る。
　なお、「左側及び右側プッシュスイッチ部が一定時間押されないこと」を条件としたの
は、左側または右側プッシュスイッチ部を交互に押して調整しているときに中央プッシュ
スイッチ部が押されてもそれを無効にするためである。
【００１４】
　第１１の観点では、本発明は、上記構成の超音波診断装置において、中央プッシュスイ
ッチ部が短時間内に２回押されると当該深さのゲインをゲイン調整可能範囲の中心のゲイ
ンに設定するＴＧＣゲイン調整部を設けたことを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第１１の観点による超音波診断装置では、中央プッシュスイッチ部が短時間内に２
回押されると、当該深さのゲインをゲイン調整可能範囲の中心のゲインに設定する。これ
により、増減させる操作性を平均的に少なくすることが出来る。
　なお、「短時間内に２回押されること」を条件としたのは、左側または右側プッシュス
イッチ部を交互に押して調整しているときに中央プッシュスイッチ部が押されてもそれを
無効にするためである。
【００１５】
　第１２の観点では、本発明は、上記構成の超音波診断装置において、中央プッシュスイ
ッチ部が短時間内に２回押されると当該深さのゲインを１段浅い深さのゲインまたは１段
深い深さのゲインに合わせるＴＧＣゲイン調整部を設けたことを特徴とする超音波診断装
置を提供する。
　一般に、浅い所から深い所に向けて順に、あるいは、深い所から浅い所に向けて順に、
各深さのゲイン調整を行うことが多く、また、ある深さのゲインは、１段浅い深さのゲイ
ンまたは１段深い深さのゲインと同じか少しだけ異なるようにすることが多い。
　そこで、上記第１２の観点による超音波診断装置では、中央プッシュスイッチ部が短時
間内に２回押されると、当該深さのゲインを１段浅い深さのゲインまたは１段深い深さの
ゲインに合わせることとした。これにより、操作性を向上することが出来る。
　なお、「短時間内に２回押されること」を条件としたのは、左側または右側プッシュス
イッチ部を交互に押して調整しているときに中央プッシュスイッチ部が押されてもそれを
無効にするためである。
【００１６】
　第１３の観点では、本発明は、上記構成の超音波診断装置において、各深さとゲインの
関係を表すＴＧＣカーブを表示するＴＧＣカーブ表示部を具備することを特徴とする超音
波診断装置を提供する。
　従来のスライドボリュームの場合、レバーの位置を見ることで大体のゲインの大きさが
判ったが、プッシュスイッチの場合はプッシュスイッチを見ても全く判らない。
　そこで、上記第１３の観点による超音波診断装置では、ＴＧＣカーブを表示するように
した。このＴＧＣカーブを見ることで、ゲインの大きさが判るようになる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の超音波診断装置によれば、ＴＧＣ機能のためのゲイン調整の操作性を向上でき
ると共に小型化を図ることが出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図に示す実施例により本発明をさらに詳しく説明する。なお、これにより本発明
が限定されるものではない。
【実施例１】
【００１９】
　図１は、実施例１に係る超音波診断装置１００を示す構成図である。
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　この超音波診断装置１００は、超音波探触子１と、超音波探触子１を駆動して超音波を
送信しエコーを受信し音線信号を出力する送受信部２と、音線信号を信号処理して超音波
画像データを生成する信号処理部３と、超音波画像の表示を制御するＤＳＣ（Digital Sc
an Coverter）４と、超音波画像を表示する表示部５と、操作者が指示等を入力するため
の操作部６と、超音波診断装置１００の動作を制御する制御部７とを具備している。
【００２０】
　操作部６は、操作部６の動作を制御するＣＰＵ６１と、指示を入力するためのキーボー
ド６２と、異なる深さにそれぞれ対応したＴＧＣゲイン調整用スイッチ１１～１５とを含
んでいる。
【００２１】
　制御部７は、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ１１～１５の操作に応じて各深さのゲインを
増加／減少させるＴＧＣゲイン調整部７１と、各深さとゲインの関係を表すＴＧＣカーブ
を表示するためのＴＧＣカーブ表示制御部７２を含んでいる。
【００２２】
　図２は、操作部６の操作状態例を示す斜視図である。
　操作部６は、その筐体に、キーボード６２と、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ１１～１５
とを実装している。操作者は、ＴＧＣゲインを調整するために、その手Ｈの指先を、ＴＧ
Ｃゲイン調整用スイッチ１１～１５のいずれかの中央付近に当てておく。
【００２３】
　図３は、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ１１～１５を示す部分拡大図である。
　ＴＧＣゲイン調整用スイッチ１１は、左側プッシュスイッチ部１１Ｌと右側プッシュス
イッチ部１１Ｒとを備えた１個のプッシュスイッチである。操作者は、指をＴＧＣゲイン
調整用スイッチ１１の中央に当て、指を左側にひねるようにして左側プッシュスイッチ部
１１Ｌを押すことが出来る。また、指をＴＧＣゲイン調整用スイッチ１１の中央に当て、
指を右側にひねるようにして右側プッシュスイッチ部１１Ｒを押すことが出来る。
　ＴＧＣゲイン調整用スイッチ１２～１５も、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ１１と同様で
ある。
　なお、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ１１～１５は、この順に対応する深さが深くなって
いる。
【００２４】
　図４は、ＣＰＵ６１とＴＧＣゲイン調整用スイッチ１１～１５を示す回路図である。
　ＣＰＵ６１は、入力ポートＩ１～Ｉ10で、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ１１～１５の左
側プッシュスイッチ部１１Ｌ～１５Ｌおよび右側プッシュスイッチ部１１Ｒ～１５Ｒを監
視しており、監視結果を制御部７のＴＧＣゲイン調整部７１へ通知する。
【００２５】
　制御部７のＴＧＣゲイン調整部７１は、一つのＴＧＣゲイン調整用スイッチの左側プッ
シュスイッチ部が１回押されると、対応する深さのゲインを１ステップ増加させる。また
、右側プッシュスイッチ部が１回押されると、対応する深さのゲインを１ステップ減少さ
せる。
【００２６】
　また、ＴＧＣゲイン調整部７１は、左側または右側プッシュスイッチ部が例えば１秒以
上押され続けると、ゲインを１ステップ増加または減少させることを例えば０.５秒毎に
自動的にリピートする。さらに、左側または右側プッシュスイッチ部が例えば５秒以上押
され続けると、ゲインを１ステップ増加または減少させるリピートの時間間隔を例えば０
.１秒に短くするか、１回のリピートでゲインを例えば５ステップ増加または減少させる
。
【００２７】
　図５に示すように、ＴＧＣカーブ表示制御部７２は、ＴＧＣカーブＫを表示部５に表示
する。
　操作者は、ＴＧＣカーブＫを見ながら、所望の深さに対応するＴＧＣゲイン調整用スイ
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ッチの中央に指を当て、指を左右にひねるようにしてゲインを増減し、例えば図６に示す
ような所望のＴＧＣカーブＫを設定することが出来る。
【００２８】
　実施例１の超音波診断装置１００によれば、操作者は、ＴＧＣゲイン調整用スイッチの
中央に指を当てて指を左右にひねるようにしてゲインを調整することが出来る。このため
、従来の超音波診断装置において用いられているスライドボリュームのレバーをスライド
させるよりも、操作性が向上する。
　また、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ１１～１５に用いているプッシュスイッチは、従来
の超音波診断装置において用いられているスライドボリュームよりも小型であるため、超
音波診断装置１００を小型化することが可能になる。
【実施例２】
【００２９】
　図７は、実施例２に係る超音波診断装置２００を示す構成図である。
　この超音波診断装置２００は、超音波探触子１と、超音波探触子１を駆動して超音波を
送信しエコーを受信し音線信号を出力する送受信部２と、音線信号を信号処理して超音波
画像データを生成する信号処理部３と、超音波画像の表示を制御するＤＳＣ４と、超音波
画像を表示する表示部５と、操作者が指示等を入力するための操作部６と、超音波診断装
置２００の動作を制御する制御部７とを具備している。
【００３０】
　操作部６は、操作部６の動作を制御するＣＰＵ６１と、指示を入力するためのキーボー
ド６２と、異なる深さにそれぞれ対応したＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１～２５とを含
んでいる。
【００３１】
　制御部７は、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１～２５の操作に応じて各深さのゲインを
増加／減少させるＴＧＣゲイン調整部７１と、各深さとゲインの関係を表すＴＧＣカーブ
を表示するためのＴＧＣカーブ表示制御部７２を含んでいる。
【００３２】
　図８は、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１～２５を示す部分拡大図である。
　ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１は、左側プッシュスイッチ部１１Ｌと右側プッシュス
イッチ部１１Ｒと中央プッシュスイッチ部１１Ｃとを備えた１個のプッシュスイッチであ
る。操作者は、指をＴＧＣゲイン調整用スイッチ１１の中央に軽く当て、指を左側にひね
るようにして左側プッシュスイッチ部１１Ｌを押すことが出来る。また、指をＴＧＣゲイ
ン調整用スイッチ１１の中央に軽く当て、指を右側にひねるようにして右側プッシュスイ
ッチ部１１Ｒを押すことが出来る。また、指でＴＧＣゲイン調整用スイッチ１１の中央を
押すことで中央プッシュスイッチ部１１Ｃを押すことが出来る。
　ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２２～２５も、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１と同様で
ある。
　なお、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１～２５は、この順に対応する深さが深くなって
いる。
【００３３】
　図９は、ＣＰＵ６１とＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１～２５を示す回路図である。
　ＣＰＵ６１は、入力ポートＩ１～Ｉ５でＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１～２５を監視
しながら、出力ポートＯ１，Ｏ２，Ｏ３について循環的に一つをハイレベルにする。出力
ポートＯ１，Ｏ２，Ｏ３をハイレベルにするタイミングと入力ポートＩ１～Ｉ５の監視結
果により、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１～２５の左側プッシュスイッチ部２１Ｌ～２
５Ｌ，右側プッシュスイッチ部２１Ｒ～２５Ｒ，中央プッシュスイッチ部２１Ｃ～２５Ｃ
のいずれが押されたかを判定し、判定結果を制御部７のＴＧＣゲイン調整部７１へ通知す
る。
【００３４】
　制御部７のＴＧＣゲイン調整部７１は、一つのＴＧＣゲイン調整用スイッチの左側プッ
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シュスイッチ部が１回押されると、対応する深さのゲインを１ステップ増加させる。また
、右側プッシュスイッチ部が１回押されると、対応する深さのゲインを１ステップ減少さ
せる。
【００３５】
　また、ＴＧＣゲイン調整部７１は、左側または右側プッシュスイッチ部が例えば１秒以
上押され続けると、ゲインを１ステップ増加または減少させることを例えば０.５秒毎に
自動的にリピートする。さらに、左側または右側プッシュスイッチ部が例えば５秒以上押
され続けると、ゲインを１ステップ増加または減少させるリピートの時間間隔を例えば０
.１秒に短くするか、１回のリピートでゲインを例えば５ステップ増加または減少させる
。
【００３６】
　また、ＴＧＣゲイン調整部７１は、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１の左側プッシュス
イッチ部２１Ｌ及び右側プッシュスイッチ部２１Ｒが例えば２秒間以上押されず且つ中央
プッシュスイッチ部２１Ｃが１回押されると、対応する深さのゲインをゲイン調整可能範
囲の中心のゲインに設定する。さらに、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２２～２５の左側及
び右側プッシュスイッチ部が例えば２秒間以上押されず且つ中央プッシュスイッチ部が１
回押されると、対応する深さのゲインを１段浅い深さのゲインに合わせる。
　なお、左側プッシュスイッチ部または右側プッシュスイッチ部の一方を押している状態
から他方を押す状態へ移る途中に中央プッシュスイッチ部を押してしまっても、左側プッ
シュスイッチ部または右側プッシュスイッチ部の一方を押している状態から２秒未満で中
央プッシュスイッチ部を押したことになるから、中央プッシュスイッチ部を押したことは
無効になり、支障を生じない。
【００３７】
　図１０に示すように、ＴＧＣカーブ表示制御部７２は、ＴＧＣカーブＫを表示部５に表
示する。
　操作者は、ＴＧＣカーブＫを見ながら、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１～２５を操作
して、所望のＴＧＣカーブＫに設定する。
【００３８】
　例えば、次のような操作により、図１０に示すＴＧＣカーブＫから図１９に示すＴＧＣ
カーブＫに設定し直すことが出来る。
（１）操作者は、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１の左側プッシュスイッチ部２１Ｌ及び
右側プッシュスイッチ部２１Ｒを例えば２秒間以上押さずに中央プッシュスイッチ部２１
Ｃを１回押す。これにより、図１１に示すように、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１に対
応する深さのゲインｇ１が、ゲイン調整可能範囲の中心のゲインに設定される。次いで、
操作者は、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１の左側プッシュスイッチ部２１Ｌまたは右側
プッシュスイッチ部２１Ｒを押し、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１に対応する深さのゲ
インｇ１を所望の大きさに設定する。
【００３９】
（２）操作者は、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２２の左側プッシュスイッチ部２２Ｌ及び
右側プッシュスイッチ部２２Ｒを例えば２秒間以上押さずに中央プッシュスイッチ部２２
Ｃを１回押す。これにより、図１２に示すように、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２２に対
応する深さのゲインｇ２が、１段浅い深さのゲインｇ１に合わされる。次いで、操作者は
、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２２の左側プッシュスイッチ部２２Ｌまたは右側プッシュ
スイッチ部２２Ｒを押し、図１３に示すように、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２２に対応
する深さのゲインｇ２を所望の大きさに設定する。
【００４０】
（３）操作者は、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２３の左側プッシュスイッチ部２３Ｌ及び
右側プッシュスイッチ部２３Ｒを例えば２秒間以上押さずに中央プッシュスイッチ部２３
Ｃを１回押す。これにより、図１４に示すように、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２３に対
応する深さのゲインｇ３が、１段浅い深さのゲインｇ２に合わされる。次いで、操作者は
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、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２３の左側プッシュスイッチ部２３Ｌまたは右側プッシュ
スイッチ部２３Ｒを押し、図１５に示すように、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２３に対応
する深さのゲインｇ３を所望の大きさに設定する。
【００４１】
（４）操作者は、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２４の左側プッシュスイッチ部２４Ｌ及び
右側プッシュスイッチ部２４Ｒを例えば２秒間以上押さずに中央プッシュスイッチ部２４
Ｃを１回押す。これにより、図１６に示すように、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２４に対
応する深さのゲインｇ４が、１段浅い深さのゲインｇ３に合わされる。次いで、操作者は
、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２４の左側プッシュスイッチ部２４Ｌまたは右側プッシュ
スイッチ部２４Ｒを押し、図１７に示すように、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２４に対応
する深さのゲインｇ４を所望の大きさに設定する。
【００４２】
（５）操作者は、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２５の左側プッシュスイッチ部２５Ｌ及び
右側プッシュスイッチ部２５Ｒを例えば２秒間以上押さずに中央プッシュスイッチ部２５
Ｃを１回押す。これにより、図１８に示すように、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２５に対
応する深さのゲインｇ５が、１段浅い深さのゲインｇ４に合わされる。次いで、操作者は
、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２５の左側プッシュスイッチ部２５Ｌまたは右側プッシュ
スイッチ部２５Ｒを押し、図１９に示すように、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２５に対応
する深さのゲインｇ５を所望の大きさに設定する。
【００４３】
　実施例２の超音波診断装置２００によれば、操作者は、ＴＧＣゲイン調整用スイッチの
中央に指を当てて指を左右にひねるようにしてゲインを調整することが出来る。このため
、従来の超音波診断装置において用いられているスライドボリュームのレバーをスライド
させるよりも、操作性が向上する。
　また、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１～２５に用いているプッシュスイッチは、従来
の超音波診断装置において用いられているスライドボリュームよりも小型であるため、超
音波診断装置２００を小型化することが可能になる。
【実施例３】
【００４４】
　実施例３の超音波診断装置では、ＴＧＣゲイン調整部７１は、最も深い深さに対応する
ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２５の左側プッシュスイッチ部２５Ｌ及び右側プッシュスイ
ッチ部２５Ｒが例えば２秒間以上押されず且つ中央プッシュスイッチ部２５Ｃが１回押さ
れると、対応する深さのゲインをゲイン調整可能範囲の中心のゲインに設定する。さらに
、ＴＧＣゲイン調整用スイッチ２１～２４の左側及び右側プッシュスイッチ部が例えば２
秒間以上押されず且つ中央プッシュスイッチ部が１回押されると、対応する深さのゲイン
を１段深い深さのゲインに合わせる。
　その他の構成は、実施例２と同じである。
【００４５】
　実施例３の超音波診断装置は、最も深い深さから浅い深さへ順にＴＧＣゲインを設定す
る場合に好適である。
【実施例４】
【００４６】
　実施例４の超音波診断装置では、ＴＧＣゲイン調整部７１は、ＴＧＣゲイン調整用スイ
ッチ２１の中央プッシュスイッチ部２１Ｃが例えば１秒以内に２回押されると、対応する
深さのゲインをゲイン調整可能範囲の中心のゲインに設定する。さらに、ＴＧＣゲイン調
整用スイッチ２２～２５の中央プッシュスイッチ部が例えば１秒以内に２回押されると、
対応する深さのゲインを１段浅い深さのゲインに合わせる。
　なお、左側プッシュスイッチ部または右側プッシュスイッチ部の一方を押している状態
から他方を押す状態へ移る途中に中央プッシュスイッチ部を押してしまっても、１回だけ
中央プッシュスイッチ部を押したことになるから、中央プッシュスイッチ部を押したこと
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は無効になり、支障を生じない。
　その他の構成は、実施例２と同じである。
【実施例５】
【００４７】
　実施例５の超音波診断装置では、ＴＧＣゲイン調整部７１は、ＴＧＣゲイン調整用スイ
ッチ２５の中央プッシュスイッチ部２５Ｃが例えば１秒以内に２回押されると、対応する
深さのゲインをゲイン調整可能範囲の中心のゲインに設定する。さらに、ＴＧＣゲイン調
整用スイッチ２１～２４の中央プッシュスイッチ部が例えば１秒以内に２回押されると、
対応する深さのゲインを１段深い深さのゲインに合わせる。
　なお、左側プッシュスイッチ部または右側プッシュスイッチ部の一方を押している状態
から他方を押す状態へ移る途中に中央プッシュスイッチ部を押してしまっても、１回だけ
中央プッシュスイッチ部を押したことになるから、中央プッシュスイッチ部を押したこと
は無効になり、支障を生じない。
　その他の構成は、実施例３と同じである。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明により、超音波診断装置の操作性を向上すると共に、小型化を図ることが出来る
。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】実施例１に係る超音波診断装置の構成図である。
【図２】操作部の操作状態例を示す斜視図である。
【図３】実施例１に係る超音波診断装置のＴＧＣゲイン調整スイッチを示す部分拡大図で
ある。
【図４】実施例１に係る超音波診断装置のＴＧＣゲイン調整スイッチを示す回路図である
。
【図５】実施例１に係る超音波診断装置のＴＧＣカーブ表示を示す例示図である。
【図６】実施例１に係る超音波診断装置の別のＴＧＣカーブ表示を示す例示図である。
【図７】実施例２に係る超音波診断装置の構成図である。
【図８】実施例２に係る超音波診断装置のＴＧＣゲイン調整スイッチを示す部分拡大図で
ある。
【図９】実施例２に係る超音波診断装置のＴＧＣゲイン調整スイッチを示す回路図である
。
【図１０】実施例２に係る超音波診断装置のＴＧＣカーブ表示を示す例示図である。
【図１１】実施例２に係る超音波診断装置におけるＴＧＣゲイン調整過程を示す第１の説
明図である。
【図１２】実施例２に係る超音波診断装置におけるＴＧＣゲイン調整過程を示す第２の説
明図である。
【図１３】実施例２に係る超音波診断装置におけるＴＧＣゲイン調整過程を示す第３の説
明図である。
【図１４】実施例２に係る超音波診断装置におけるＴＧＣゲイン調整過程を示す第４の説
明図である。
【図１５】実施例２に係る超音波診断装置におけるＴＧＣゲイン調整過程を示す第５の説
明図である。
【図１６】実施例２に係る超音波診断装置におけるＴＧＣゲイン調整過程を示す第６の説
明図である。
【図１７】実施例２に係る超音波診断装置におけるＴＧＣゲイン調整過程を示す第７の説
明図である。
【図１８】実施例２に係る超音波診断装置におけるＴＧＣゲイン調整過程を示す第８の説
明図である。
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【図１９】実施例２に係る超音波診断装置におけるＴＧＣゲイン調整過程を示す第９の説
明図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１　　　　　　　　　超音波探触子
　２　　　　　　　　　送受信部
　３　　　　　　　　　信号処理部
　４　　　　　　　　　ＤＳＣ
　５　　　　　　　　　表示部
　６　　　　　　　　　操作部
　７　　　　　　　　　制御部
　１１～１５　　　　　ＴＧＣゲイン調整スイッチ
　１１Ｌ～１５Ｌ　　　左側プッシュスイッチ
　１１Ｒ～１５Ｒ　　　右側プッシュスイッチ
　２１～２５　　　　　ＴＧＣゲイン調整スイッチ
　２１Ｌ～２５Ｌ　　　左側プッシュスイッチ
　２１Ｒ～２５Ｒ　　　右側プッシュスイッチ
　２１Ｃ～２５Ｃ　　　中央プッシュスイッチ

【図１】

【図２】

【図３】
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